
 

２０１７－１８年度 地区方針 「今日からのロータリーを楽しもう！」 

 
本 日 第２２８８回 ２０１８年４月２７日（金）  No.２１７３ 

 
前 回 第２２８７回 ２０１８年４月２０日（金） 記   録 

〇斉 唱：「奉仕の理想」           

〇出席者：会員 20 名中 18 名出席 出席率 90.00％ 

前々回補正出席率  4月 6日 95.00％ 

 会長あいさつ 西尾 輝久 

 2014 年発売以来着々と普及
している加熱式タバコについ
てお話してみようと思います。
最近この加熱タバコという商
品が日本でも本格的に売られ
始めました。有機物質削減と
言いますが、ニコチンへの依

存が続くだけだという指摘もあります。受動喫煙対
策がなかなか進まない中で、出てきた新商品につい
て話してみますと、非燃焼加熱式タバコとは、従来
の紙巻きタバコのように葉タバコを燃やして煙を
吸うのではなく、バッテリーで電気的に加熱して葉
タバコの成分を蒸気で吸う仕組みです。火を使わず
煙が出ないものです。「アイコス」「プルーチ・テッ
ク」「グロー」などの種類があります。世界的にタバ
コ規制が強まる中、タバコ産業がニコチン産業とし
て生き残るために作り出したのが「加熱式」であり
ます。有機物質が大幅に減ると宣伝していますが、
第 3 者による研究の蓄積は日も浅く、まだありませ
ん。結局加熱して発生するニコチンを吸入するので、
紙タバコと同様にニコチン依存症にさせます。又、
加熱式を吸う人の近くでは異臭がします。最近の研
究では PM2.5 も発生することが分かっています。
ですから、大した害はないと誤解し、加熱式を認め
る飲食店も出てきました。喫煙者が害が少ないと宣

伝されれば飛びつくでしょう。「ハーム・リダクショ
ン」（害の低減）の考え方はタバコ産業の甘い罠に他
なりません。 

・4/15(日)2018-19 年度地区研修協議会 於ホテルナ
ゴヤキャッスル 西尾会長他 14 名 出席                                
・4/19(木)2018 年度米山記念奨学生オリエンテーシ
ョン 於ホテルキャッスルプラザ  
桜井副幹事、松永カウンセラー、山田地区副委員長 
出席         
・4/23(月)事務局勤務 12：00 まで                       
本日の会合：第３回戦略委員会 於尾張旭市商工会
館内 第一会議室 13：40～   
次回の例会：移動例会 於旭野高等学校  
集合 12：00 点鐘 12：30 ワイヤーロック贈呈式 

ニコボックス 
〇最近は寒暖の差が激しいですね。体調管理に注意

して下さい。          西尾 輝久君 
〇金森さんの卓話を楽しみにしています。 
                 菊田 利昭君 
〇妻の誕生日を祝っていただき。  岡田 好雅君 
〇結婚記念日を祝っていただき。  岡田 好雅君 
〇本日、卓話を担当させていただきます。よろしくお

願い申し上げます。       金森 俊輔 
〇金森先生の卓話を楽しみにしています。 
   飯田 幸雄君、岡田 好雅君、加藤 清久君 

舟橋 龍秀君、古橋エツ子君、森井 晴生君 
 

本日のプログラム  Today's Program 
   

点       鐘     

担 当 者 ： 青少年奉仕委員会 
 
移動例会 於愛知県立旭野高等学校 

       「 ワイヤーロック贈呈式 」   

       
青少年奉仕／環境保全週間 月間 
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５月４日（金） ５月１３日（日） ５月１８日（金） ５月２５日（金） 

休会 
 

定款による休会 

春の家族例会 
（5/11 振替） 

  
於蒲郡方面 
集合時間：8：30 

卓話担当者：松永 洋子君 
卓 話 者：  〃 
演 題：「相続について」 

担当者：クラブ奉仕委員会 
 

親睦例会 

幹事報告 



〇決算で多忙のため、3 週ぶりの出席です。 
                岡田 好雅君 

〇昨日、知多半島先端へ行ってきました。もう初夏
を通りこした風景でした。    加藤 清久君 

〇地区研修協議会出席と、その後の 2 次会参加あり
がとうございました。加藤さんの御協力感謝申し
上げます。お釣りを入れさせていただきます。 
                桜井 雅博君 

〇昨日、米山記念奨学生ソン・スンファン君に会っ
てきました。まじめそうな好青年です。5 月に会
えるのを楽しみにしていて下さい。松永 洋子君 

〇加藤清久君、先般はごちそう様でした。 
                箕輪 良孝君 

〇本日支払日なので、早退します。 江尻  豪君 
〇所用のため、戦略委員会は欠席します。申し訳あ

りません。           金森 俊輔君 

委嘱状伝達 
2018 年度米山記念奨学生 
宋 承桓さんの世話クラブと
して尾張旭 RC へ委嘱状伝達 
カウンセラーとして 
松永 洋子君(右)へ委嘱状伝達 
 

第3回戦略委員会 
日時：2018 年 4 月 20 日（金） 
場所：尾張旭市商工会館内 第一会議室 13：40～ 
議題：１）例会の見直し 

２）現在の奉仕事業の見直し 
３）OFDY 恒久基金の運用 
４）会員増強 
５）IM 及び 50 周年記念事業について 
６）奉仕を通した広報活動 
７）会員満足度アンケート 

    ・活発な議論がなされた。 

広報委員長  加藤 清久      
 
当方出席者 15 名、最後まで熱心に聴講、次年度

にむかっての抱負を固めました。会議は、全体会議
で、ＲＩ会長の方針「インスピレ－ションになろう」
にそって、ガバナ－方針「あなたの街でロ－タリ－
を！あなたの町からロ－タリ－を！」が打ちだされ、
いよいよ来期が始まったとの印象を受けました。分
科会は 2 部制をとり、1 部、私の所属する第 2 分科
会において、 
１ クラブの親睦活動、具体的に 5 例が紹介され、 
・卓話をとおして会員の人柄を知る 
・幸福抽選会、質問交流会 
・会員の幼少時代の写真をみせる 
・体操をする 
・地域の人も交えて趣味の会の開催 
等紹介されました。 
２ クラブ運営について。 
ガイドとストラクチャ－、導きと交流であり、柔軟
性と多様性を踏まえ 
運営に当たるように、外部卓話者の発掘に努力をと。 
３ クラブ奉仕について 
5 大奉仕のうちクラブ奉仕、特に新入会員の扱いに
おいて、「新入会員が入会して良かったね」ではＮＯ、
会員の特徴、ロ－タリ－でどんな役割を、確保して
いただく努力提供、「新入会員なのだから」、「まだこ

んなこと知らないの」等は禁句。 
2 部、講話は、ロ－タリアンの水野功さんの講演。 
・日本のロ－タリ－ゾ－ン、2.5 ゾ－ンに所属 
・女性会員の発掘、世界では 20％、日本はもっと努

力を 
・クラブの直面している問題、会員の高齢化、会長

候補者の不在、出席率の低下、意識の違い、女性 
会員未入会 

・運営について、マンネリ化、ネット対応不全、研
修不足、公共イメ－ジ認知度の低さ、ビジョン戦
略計画未着手、奉仕事務開発できない 

等指摘され、各クラブの奮起を促されました。 

卓話 
「小児緊急医療について」 

      金森 俊輔 
私は昭和５６年（１９８１

年）に医師となり、名古屋第一
赤十字病院で研修医として働
き始めました。当時、夜間や休

日の救急医療は研修医１年目と２年目の若手にほ
ぼ任されており、１年上のＹ先生の当直メモを参考
に四苦八苦で治療に当たっていました。 

小児救急で最も頻繁に遭遇するのは、発熱と喘息
でした。発熱に関しては熱の原因をよく考え、重症
でなければ解熱剤坐薬を処方し、翌日に一般外来へ
再診させるようにと指導を受けていましたが、重症
か軽症かを見極めることが最も困難なことでした。
小児の気管支喘息は近年抗ロイコトルエン薬や吸
入ステロイトが中心的な治療となったことで、重症
の発作を起こす患児は激減していますが、当時は発
作時に吸入や点滴で気管支を持続的に拡張させ、発
作が軽快するのを待つという、対症的な治療が中心
であり、救急外来では一晩に何人も喘息発作の受診
があり、入院している児も常時数人おりました。ま
た現在では抗生物質の効かない耐性菌が増加する
一方で、抗菌薬の新薬開発がペースダウンし、ここ
数年小児に使用できる新しい抗菌薬が発売されて
おりません。それで、中耳炎や溶連菌感染症など明
らかな細菌感染症を除いて、可能な限り抗菌薬を使
用しない取り組みがひろがっています。約 10 年前
から次々に定期接種となったヒブや肺炎球菌、４種
混合、Ｂ型肝炎、水痘等のワクチン、そして今年度
から一部助成が開始されるロタウイルスワクチン
などの接種率の向上により、小児科の外来で重症感
染症が激減していることが、その後押しをしていま
す。また尾張旭、瀬戸両市では、６０年以上前から
県下で最も早く在宅輪番当直制度が発足しました。
医師会の諸先輩が築き上げ、多大なご努力により続
いてきた制度で、両市の救急医療に長く貢献をして
きました。しかしながらセキュリティの問題や当直
に参加する診療所職員の労働環境改善の視点から、
１０年以上にわたり休日診療所を設立しようとい
う議論が重ねられてきました。４年前、現会長・黒
江幸四郎先生の就任後に具体化し、昨年８月、瀬戸
旭医師会館駐車場内に瀬戸旭休日急病診療所が開
設され、日祝日の内科・小児科の診療を行っていま
す。 

現在、私は休日診療所副所長としてその運営に携
わっています。担当医の不足が懸案事項ですが、当
直義務年齢を過ぎた先輩の先生方、外科や他病院の
医師の応援が多数あり、この冬のインフルエンザ大
流行で毎週２００人近い患者さんが受診されたに
もかかわらず、潤滑に診療、運営が行われています。 

2018-19年度地区研修協議会報告 


